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2010 年度
聖学院大学総合研究所カウンセリング研究会

現代人の孤独を考える
 〜ロンリネスからソリチュードへ〜
実施結果―アンケート集計結果の概要―

  

　「共に生きる」という言葉が頻繁に使われてい
る。これは逆に言えばそのように生きることを難
しくさせているある種の孤独がこの時代を覆って
いるということである。この孤独は現代の社会や
文化の病理を背景としていて、孤立・逃避といっ
た性格を帯びてる。「傷ついた孤独」と言い換え
てもよいかもしれない。この孤独をどう乗り越え
ていくのか、これが人間存在を巡るこの時代の最
も大きな課題ではないだろうか。

日時：2010年10月22日㈮14 ： 00〜 16 ：30

場所：新都心ビジネス交流プラザ　 4階会議室A

【プログラム】
主催者挨拶、講師紹介
　　　藤掛　明 　聖学院大学総合研究所准教授

講演　�「現代人の孤独を考える〜ロンリネスからソ
リチュードへ〜」

　　　 堀　肇　　鶴瀬恵みキリスト教会牧師・臨
床パストラルスーパーバイザー

　　　 聖学院大学総合研究所カウンセリング研究
センター講師

質疑応答

【結果の概要】
・ 参加者の人数は97名。内アンケート回答者は55

名。
・ 講演について、「良い」という意見が96％と高
い評価を得た。

・ 自由意見として、「とても良かった」「参加して
良かった」「じっくり一つのテーマで聞けて良
かった」など。

＊ 参加者の年齢は、60代が最も多く42％、次いで
50代28％ 70代13％となった。
　性別は、女性67％、男性33％。

＊ 職業別では、「無職」が30％と最も多く、次に「牧
師」27％となった。
　 「その他」の内容として、「ソーシャルワーカー」
「NPO」「訪問介護士」「教会スタッフ」など。
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＊ 参加の動機は、「自宅に送られた案内を見て」
が最も多く、次に「教会に送られた案内を見て」
となった。
　 「その他」の内容は、「堀先生の紹介」「前回の
講演で知って」「教会員に勧められて」「友人に
誘われて」など。

自由意見

・ 大変有意義なセミナー、ありがとうございまし
た。心病む人からの相談の多い時代を迎えてい
るようです。色々なケーススタディーを学ぶこ
とが出来ればと願っております。
・ 孤独の深さを他の人が理解することの難しさ
と、またその大切さを思わされました。そのス
テップとして、孤独にまず気づくことを心に留
めて帰りたいと思います。
・ 日頃から、非常に興味を持っているテーマで、
とても良い講演を聞かせていただくことが出来
て感謝しています。霊的同伴者は距離感が大事
ということを伺い、その感性を身につけたいと
思いました。
・ 最近読んだヘンリ・ナウエンの書物と重なり、
同じ様に心から感動しました。本当にありがと
うございました。出席させていただき、うれし
く思いました。
・ とても参考になりました。もう一度、自分自身
の内面にある孤独というもの、また、周りの方々
の中の孤独が引き起こす行動や思いに心を留め
る者でありたいと思いました。ありがとうござ
いました。
・ テーマやアプローチが現代のニーズにとても

あっていると思います。プログラムの流れも良
かったと思います。あえて意見を言わせていた
だければ、ノンクリスチャンの参加者への配慮
があればもっと良いと思いました。キリスト教
の専門用語や聖書の引用なども少し多かったよ
うに思います。
・ 大変感謝でした。ありがとうございました。ひ
とりの方が、認知症のためある施設に入ってい
ましたが、ケア不足のため孤独感にさいなまれ
ました。ところが病院に入り看護師などより、
愛を受け立ち直りつつあります。
・ 「一人で居る」の意味が一般大衆と信仰心を持
ち合わせている方とは解釈が違うので、その差
について考えるのが面白い。個人的に常に一人
歩きのほうが多いのですが、「友達が居ない
の？」と良く聞かれるのですが、実はこの質問
を投げかけている人自信が孤独を感じているの
だなあ…といつも理解しています。
・ 過去の自分が相手を傷つけたのを今になり知
り、深く悔いて祈ることで赦しを願っても、赦
しは長い時間が必要です。孤独の中で神に祈り
続け、人知を超えた神の心を示される時が与え
られるよう願っています。
・ 孤独を恐れず、又、傷ついた自分を見捨てず、
優しく向き合う信仰の旅の中で、神と出会い、
神と向き合うソリチュードな自分を受け容れて
いくということが、わかったような…深めてい
きたいと思います。
・ 「人生の四季」というテーマで今回のロンリネ
スからソリチュードへの道しるべとなるよう
な、人生の各年代別でお話を伺いたい。

参加者は97名であった
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・ 全体を通じて大変有意義な講演であった。霊的
旅路の同伴者を持つことの重要性についてのお
話は特に感銘した。「ロンリネスからソリチュー
ドへの旅路」サブタイトルの意味することの一
端を理解できたように思う。
・ 主人がうつ病です。そううつの底に深い孤独が
あることを改めて知らされました。ワーカホ
リックとでもいうべき、あるいは、映画や本、
CDなど膨大なコレクションをするという嗜癖を
あらわし、挙句、病になりました。彼は孤独を
隠蔽するためにこうした異常なまでの嗜癖を多
岐に渡って表してきたのです。
　 先日、「あなたの innerchild に出会いに行こう
ね」と声をかけ、innerchild との対話をさせた
とき、「その子が『僕みたいに苦しまないで』
と言っている」と言いました。そんなにも辛い
思いを彼の両親の元で味わってきたのだと理解
しました。最後に「それではその子の傍にイエ
ス様をおいてきましょう」と指示しましたが
…。自分が魂の伴走者になれればいいのです
が、むずかしい。
　 内なる自分の友となるために、いかにつれあい
に伝えればいいのでしょう。
・ とても良かったです。来て良かったです。自分
自身とさらに向き合い、神と自分と他者と良い
関係をもっていきたいと思います。ありがとう
ございました。
・ レジュメ 1、 2については考える上で役に立つ
と思う。信者ではないので、キリスト教的な考
えにはついていけなかった。
・ 「孤独」ということを最近よく考えていたので、
とても興味深く参加させていただきました。マ
イナスイメージで捉えがちですが、ロンリネス
からソリチュードへの意味と、又それが神様か
ら与えられている恵みだと感じました。ありが
とうございました。
・ 孤独の本質は誰とも繋がっていない、繋がらな
い状態であること。自分自身も許せず、自分の
友になれない。これらのことがわからず、苦し
み、恐れがあり、怖さばかりをうったえる娘が
います。お話からゆっくりと共感的に聴くこと
を改めて示されました。ありがとうございまし

た。
・ 大変わかりやすく、心癒されるような講演でし
た。霊的旅路の同伴者としての姿のお話、とて
も印象的でした。自分もなかなかしっかりと認
識していなかった、自分自身の孤独というもの
に気づかされました。本日は素晴らしい講演会
をありがとうございました。（質疑応答も大変
参考になり、よかったです）飾られているお花
がとてもきれいで、心和みました。ありがとう
ございました。
・ ほぼ毎回、聖学院のセミナーには参加していま
すが、毎回 3人ほどの先生方（とても素晴らし
い講師）が短時間で密度の濃い話をなさって下
さるが、盛りだくさんで消化不良気味でした。
今回のようにお一人の講師の講演会形式でじっ
くり一つのテーマで語って下さった方がわかり
易く、心の深い所に届いてよかった。
・ とても良い時を持たせていただき感謝です。孤
独は私の人生テーマでもありましたので、私の
これからの生き方、霊的な神との関わり方への
アドバイスを頂いた気持ちです。この様な機会
を感謝します。
・ 空しい孤独感からたった独りのかけがえのない
の存在であるという認識に到る。講演で聴いた
ことで、私にできる事から一歩ずつ実践してい
き、私自身の孤独に気付き、そして何時か私自
身は“たった一人のかけがえのない存在”と認
識できるように自己を高めていきたいと思いま
す。
・ 霊的旅路の同伴者、身近な者に寄り添っていく
事の大切さ、沢山の事を堀先生を通して教えて

堀　肇　鶴瀬恵みキリスト教会牧師
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いただきました。複雑な自分自身をも知りつ
つ、行きつ戻りつしながら、イエス様を見上げ
ながら、光を求め、信じて歩んでいきたいと思っ
ています。またの機会を楽しみにしています。
・ 孤独という事に関して、深い洞察に基づいたお
話を聞くことができ、多くの気付きが与えら
れ、感銘を受けました。ともすると、孤独の否
定的な面（ロンリネス）ばかり目がいき、深く
広い世界に繋がる孤独（ソリチュード）がある
ことを忘れがちになります。今日のお話を聞い
て、ソリチュードのときを持ち、深く神、自分、
人と繋がっていきたいと思いました。
・ クリスチャンの友のあることは本当に素晴らし
いことと思っています。神と共に歩む。
・ もう少し具体的な視点、臨床の視点も交えてお
話を伺いたかった。
・ 物語は常にプラス面、マイナス面の両面がある
ことを再確認できました。
・ 今日、来られて本当に良かったです。いつも案
内を送っていただき感謝です。ありがとうござ
います。
・ 良かった。何か自分の方向性が示されたように
思えた。ありがとうございました。
・ 質疑応答が面白かったので、もっと時間がある
と良かった。
・ 孤独の否定的側面と肯定的側面のお話がとても
良かったです。
・ 藤井美和さんのお話が機会があれば聞きたいで
す。
・霊的な同伴者いたらと願っています。
・深く学ぶ事が出来、感謝します。
・あたたかいお話でした。


